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２００６年１２月１日　第３０号

●
国
会
前
座
り
込
み

◎
ハ
ン
ス
ト
者
、
連
日
の
９
〜
18
時

◎
東
京
教
組
、
連
日
の
16
〜
18
時

◎
都
高
教
、
１
日
と
４
日
の
14
〜
16
時

◎
北
教
組
、
6
〜
8
日

◎
全
国
連
絡
会
、
６
〜
8
日
の
９
〜
17
時

●
12
月
１
日
（
金
）

11
時
半
〜
、
国
会
前
リ
レ
ー
集
会　

18
時
〜
、
総
決
起
集
会
デ
モ
／
と
こ

ろ
：
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
ジ
ア

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
Ｙ
ホ
ー

ル
（
千
代
田
区
猿
楽
町
２
の
５
の
５
）

／
主
催
：
反
戦
共
同
行
動
委
員
会

●
12
月
3
日
（
日
）
１
億
２
千
万
人

共
謀
の
日
３
／
12
時
〜
15
時
、
有
楽

町
マ
リ
オ
ン
前
リ
レ
ー
ア
ピ
ー
ル

●
12
月
3
日
（
日
）
12
時
50
分
〜

（
若
者
に
よ
る
）
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
＆
Ｆ
Ａ

Ｉ
Ｒ
パ
レ
ー
ド
／
渋
谷
・
宮
下
公
園

●
12
月
５
日
（
火
）
10
時
〜
13
時
、

共
謀
罪
阻
止
の
国
会
前
行
動（
主
催
：

共
同
行
動
）
／
18
時
〜
19
時
、
国
会

前
集
会
（
主
催
：
全
国
連
絡
会
）

●
12
月
6
日
（
水
）
17
時
〜
18
時
半
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
チ
ェ
ー
ン　

第
３
弾
」

●
12
月
８
日
（
金
）
夕
、
日
教
組
主

催
の
中
央
集
会
・
国
会
デ
モ
（
日
比

谷
野
音
）

行
動
予
定

　

参
院
教
育
基
本
法
特
別
委
は
30

日
、
地
方
公
聴
会
を
12
月
４
日
に
開

く
こ
と
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

与
党
は
７
日
に
同
特
委
で
締
め
く
く

り
総
括
質
疑
と
採
決
を
行
う
方
針
。

土
日
の
街
頭
ア
ピ
ー
ル
、
４
日
の
地

方
公
聴
会
闘
争
、
４
日
か
ら
の
国
会

前
行
動
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
。

「
防
衛
省
」法
案
が
衆
院
通
過

　

防
衛
「
省
」
昇
格
法
案
が
30
日
、

自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
の
賛
成
で

衆
議
院
を
通
過
し
た
。同
法
案
に
は
、

海
外
派
兵
を
自
衛
隊
の
本
来
任
務
に

位
置
づ
け
る
自
衛
隊
法
「
改
正
」
案

も
含
ま
れ
て
い
た
。
実
質
的
に
憲
法

９
条
を
改
悪
す
る
内
容
で
あ
り
、
断

じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
日
に
地
方
公
聴
会

　
「
教
育
基
本
法
案
を
絶
対
に
廃

案
に
す
る
ぞ
！
」。
11
月
30
日
朝

９
時
、
冷
た
い
小
雨
を
吹
っ
飛
ば

す
よ
う
な
熱
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
参
院
決
戦
の
ハ
ン
ス
ト
が
再

開
し
た
。
こ
の
日
の
ハ
ン
ス
ト
者

は
被
処
分
者
を
先
頭
に
４
名
。

　

特
別
委
員
会
に
合
わ
せ
て
ハ
ン

ス
ト
突
入
集
会
。
ハ
ン
ス
ト
者
が

次
々
発
言
し
、
包
囲
ネ
ッ
ト
の
Ｍ

さ
ん
が
「
衆
院
段
階
で
ハ
ン
ス
ト

が
全
国
に
波
及
し
、
ま
た
全
国
か

ら
こ
こ
に
集
ま
り
、
ハ
ン
ス
ト
を

起
点
に
し
て
た
た
か
い
が
広
が
っ

て
い
っ
た
。
こ
こ
で
が
ん
ば
っ
て

廃
案
に
追
い
込
ん
で
い
こ
う
」
と

ル
。「
国
会
前
に
く
れ
ば
き
っ
と
座

り
こ
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
か

け
つ
け
た
」
と
い
う
京
大
生
。
ま
た

被
処
分
者
Ｈ
さ
ん
が
傍
聴
報
告
。
さ

ら
に
日
系
企
業
の
従
業
員
全
員
解
雇

に
対
し
て
１
５
０
日
以
上
の
職
場
占

拠
を
た
た
か
う
韓
国
山
本
労
組
遠
征

団
が
連
帯
挨
拶
に
き
て
律
動
を
披
露

し
た
。
社
民
党
の
福
島
み
ず
ほ
党
首

も
連
帯
挨
拶
。
こ
の
日
は
小
中
学
生

の
国
会
見
学
が
非
常
に
多
く
、
子
ど

も
た
ち
へ
何
度
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
上
々
、
引
率

の
先
生
か
ら
も
声
援
が
返
っ
て
き

た
。
た
た
か
い
は
確
実
に
知
れ
渡
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

　

東
京
教
組
が
参
議
院
の
正
面
に
陣

取
っ
て
16
時
か
ら
18
時
ま
で
座
り
込

み
を
行
っ
た
。
昨
日
に
続
き
２
日
目

だ
。「
国
家
が
教
育
現
場
に
介
入
す

る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
す
る
。

文
科
省
の
政
策
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
現

場
に
降
り
て
く
る
。
組
合
の
国
会
行

動
は
東
京
教
組
が
唯
一
」「
こ
こ
に

き
た
ら
東
京
教
組
が
い
る
と
知
ら
せ

て
い
く
。
衆
院
段
階
で
国
会
前
に
全

員
集
ま
れ
と
い
っ
た
ら
非
組
の
人
も

た
く
さ
ん
き
た
。
組
合
員
一
人
ひ
と

り
に
響
く
形
で
国
会
前
行
動
を
訴
え

て
い
く
。
職
場
で
組
織
し
よ
う
」
と

決
意
表
明
が
続
い
た
。

締
め
く
く
っ
た
。

　

日
中
も
断
続
的
に
リ
レ
ー
ア
ピ
ー

情
熱
の
ハ
ン
ス
ト
が
再
開

単
組
ご
と
の
国
会
闘
争
も
拡
大
へ



国会前
の発言
11月30日

　
「
教
育
再
生
会
議
で
、（
教
基
法
）
改
正
案

成
立
を
前
提
に
議
論
し
て
い
る
」
と
、
安
倍

首
相
は
言
っ
た
（
30
日
の
参
院
教
基
法
特
別

委
）。
そ
の
教
育
再
生
会
議
が
29
、
30
日
に

連
続
し
て
発
表
し
た
「
い
じ
め
問
題
へ
の
緊

急
提
言
」
と
「
中
間
報
告
素
案
」
は
、
実
に

お
ぞ
ま
し
い
内
容
で
あ
る
。

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
①
い
じ
め

た
子
ど
も
に
は
「
奉
仕
活
動
、
別
教
室
で
の

教
育
」
な
ど
の
規
律
を
適
用
す
る
、
②
い
じ

め
を
放
置
・
助
長
し
た
教

員
に
は
懲
戒
処
分
を
適
用

す
る
、
③
い
じ
め
対
策
へ

の
取
り
組
み
を
教
員
評
価

に
盛
り
込
む
、
と
し
て
い

排
除
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
を
活
用
す

る
」、
②
学
校
に
「
副
校
長
」「
主
幹
」
な
ど

の
管
理
職
を
複
数
配
置
し
て
学
校
運
営
を
強

化
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
、
教
基
法
の
改
悪
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
「
教
育
」
の
中
身
な
の
だ
。
職
場
か

ら
怒
り
の
闘
い
を
徹
底
的
に
組
織
し
よ
う
。

る
。
ま
た
、
来
年
１
月
に
ま
と
め
る
「
中
間

報
告
」
の
素
案
で
は
、
①
「
不
適
格
教
員
を

　
「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、
11

月
24
日
深
夜
に
放
映
）
で
の
、
森
越
・
日
教

組
委
員
長
の
発
言
は
絶
対

に
許
せ
な
い
。
八
木
秀
次

（
高
経
大
教
授
）「
国
会
前

で
何
百
人
も
日
教
組
の
人

た
ち
が
座
り
込
ん
で
い
ま

す
よ
ね
。
子
ど
も
た
ち
が
自
殺
し
て
い
る
中

で
、
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
こ
と
や
っ
て
ん
の

か
な
」。
森
越
委
員
長
「
す
み
ま
せ
ん
。
先

週
で
（
座
り
込
み
は
）
や
め
ま
し
た
」。
伊

藤
玲
子
（
日
本
女
性
塾
）「
今
で
も
毎
日
何

や
っ
て
ん
の
ー
」。
森
越
委
員
長
「
あ
れ
は

う
ち
の
人
た
ち
で
は
な
い
ん
で
す
」。

　

こ
ん
な
に
ひ
ど
い
発
言
は
今
ま
で
聞
い
た

こ
と
が
な
い
。
現
場
の
闘
い
を
公
然
と
裏
切

る
日
教
組
委
員
長
は
本
当
に
許
せ
な
い
と
思

う
。
即
刻
辞
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

八
木
は
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る

会
」
の
前
会
長
で
、
安
倍
の
ブ
レ
ー
ン
「
5

人
組
」
一
員
だ
。
こ
ん
な
極
右
思
想
の
連
中

に
教
育
が
支
配
さ
れ
た
ら
、
も
っ
と
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が
恐
れ
る
「
国
会
前
闘

争
」
を
、
本
気
で
、
大
規
模
に
展
開
し
よ
う
。

廃
案
に
追
い
込
む
ま
で
闘
う
。
衆
院
段
階
で

は
闘
い
が
人
を
結
び
つ
け
、
た
く
さ
ん
の
人

が
座
り
込
み
、
採
決
が
ど
ん
ど
ん
延
び
た
。

子
ど
も
た
ち
が
人
を
殺
し
、
自
分
が
殺
さ
れ

る
戦
争
の
時
代
に
二
度
と
な
ら
な
い
よ
う
、

広
く
訴
え
か
け
て
力
を
集
め
て
頑
張
ろ
う
。

●
被
処
分
者
Ｆ
さ
ん　

自
民
党
、
公
明
党
は

ど
こ
ま
で
堕
落
す
れ
ば
気
が
済
む
の
か
。
審

議
の
時
に
い
な
い
よ
う
な
、
公
聴
会
も
出
席

し
な
い
連
中
が
採
決
だ
け
き
て
可
決
す
る
。

も
う
一
度
衆
議
院
か
ら
や
り
な
お
せ
。
教
基

法
改
悪
で
生
徒
、
教
員
は
ど
う
な
る
の
か
。

今
で
す
ら
残
業
ば
か
り
で
教
員
は
過
労
死
寸

前
。ま
じ
め
な
人
ほ
ど
続
け
ら
れ
な
く
な
る
。

す
る
と
役
人
の
心
を
持
っ
た
人
が
教
育
を
や

る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
世
の
中
に
す
る
こ

と
を
絶
対
に
許
し
て
は
い
け
な
い
。

●
都
高
教
Ｉ
さ
ん　

こ
こ
に
来
て
い
る
み
な

さ
ん
は
、
上
部
団
体
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は

な
く
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
思
い

で
来
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
の
闘
い
で
す
。

主
権
者
と
し
て
、
国
会
が
お
か
し
い
、
組
合

も
お
か
し
い
、
だ
か
ら
立
ち
上
が
る
、
こ
れ

こ
そ
一
番
強
い
。

●
被
処
分
者
Ｈ
さ
ん　

国
会
を
傍
聴
し
て
き

た
。聞
い
て
て
嫌
に
な
っ
た
。国
会
前
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
国
会
内
に
聞
こ
え
ま
す
。

伊
吹
文
科
相
は
「
牛
乳
・
バ
タ
ー
も
昔
は
栄

養
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、
今
は
取
り
す
ぎ

は
よ
く
な
い
と
言
わ
れ
る
」と
い
う
例
え
で
、

教
基
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
。
詭
弁
も

い
い
と
こ
ろ
。
ま
た
民
主
党
の
議
員
も
「
な

ぜ
こ
ん
な
無
理
な
日
程
で
連
日
審
議
す
る
の

か
」
と
追
及
し
て
い
た
。
や
ら
せ
も
内
閣
主

導
だ
と
暴
露
さ
れ
た
。
審
議
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
ひ
ど
さ
が
露
わ
。
腹
が
た
っ
た
の
は
席
が

ガ
ラ
ガ
ラ
だ
っ
た
こ
と
。
何
が
審
議
だ
。

●
都
高
教
・
被
処
分
者
Ｕ
さ
ん　

日
教
組
は

座
り
込
み
の
指
示
を
出
し
て
い
な
い
。
し
か

し
今
「
処
分
が
云
々
」
な
ど
と
言
う
組
合
幹

部
の
言
葉
に
従
う
必
要
は
な
い
。
教
基
法
が

改
悪
さ
れ
た
ら
、
現
場
は
校
長
や
教
育
委

員
会
の
顔
色
を
う
か
が
う
人
間
ば
か
り
に
さ

れ
、
異
分
子
は
排
除
さ
れ
る
。
今
こ
そ
現
場

も
含
め
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
闘
い
を
展
開
し

よ
う
。
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
。

　

も
し
向
こ
う
が
こ
れ
以
上
の
攻
撃
を
す

る
な
ら
、
混
乱
は
起
き
う
る
。
そ
れ
が
不
起

立
で
あ
れ
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
れ
、
一
切
の
責

任
は
向
こ
う
に
あ
る
。
労
働
運
動
の
原
点
に

の
っ
と
り
、
こ
れ
か
ら
も
運
動
を
続
け
る
。

●
都
高
教
Ａ
さ
ん　
「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
」

で
森
越
委
員
長
が
「（
座
り
込
み
を
し
て
）

す
み
ま
せ
ん
」
と
発
言
し
た
の
は
と
ん
で
も

な
い
話
だ
。
12
月
８
日
の
集
会
な
ど
単
純
に

は
許
さ
れ
な
い
。
抗
議
の
嵐
に
も
っ
て
い
き

た
い
。
日
教
組
幹
部
の
裏
切
り
に
も
め
げ
ず

全
国
か
ら
国
会
闘
争
が
行
わ
れ
る
。
12
月
８

日
に
通
ら
な
け
れ
ば
廃
案
に
で
き
る
。

●
東
京
「
日
の
丸
・
君

が
代
」
被
処
分
者
・
都

立
「
障
害
児
」
学
校
教

員
Ｗ
さ
ん　

今
日
か
ら

ハ
ン
ス
ト
を
再
開
し
、

座
り
込
み
を
謝
罪
し
た
森
越

組
合
員
裏
切
る
委
員
長
は
辞
任
せ
よ

お
ぞ
ま
し
き「
い
じ
め
提
言
」

教
育
再
生
会
議　
「
改
正
」前
提
に
方
針
化


